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１．概要（Summary） 

単一の架橋カーボンナノチューブからの発光の光子相

関を測定し、励起子－励起子消滅による単一光子生成の

性質を調査した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッ

チング装置、ステルスダイサー、クリーンドラフト潤沢超純

水付 
【実験方法】 

電子線描画装置を用いて 4インチのシリコンウェハ上に

幅数µm のラインをパターニングし、シリコン深掘りエッチ

ング装置によって深さ 1 µm のトレンチを作製する。次に

再び電子線描画装置を用いて触媒配置領域をパターニ

ングし、その後ステルスダイサーによって 5 mm 角のチッ

プに分割する。このチップに対し触媒の配置をしてから

CVD 法によるカーボンナノチューブの合成を行い、顕微

分光測定および光子相関測定によって光子アンチバンチ

ングの大きさを示す g(2)(0)の値を求めた。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
室温中の単一の架橋カーボンナノチューブにおける

g(2)(0)の励起強度依存性をFig. 1に示す。励起強度が低

いほど g(2)(0)が低下し、単一光子発生源としての品質が

向上していくことが明らかとなった。 
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Fig. 1 Excitation power dependence of g(2)(0) for a 

(10,9) carbon nanotube at room temperature [1]. 


